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要　約

　最近，ア ミ ノ 酸飲料 は多 く出回 り，そ の 飲料量 の 増加が 見られ る ．そ こ で ，本学 の 生活科学科 に在籍す る学生

166名 を対 象に ， ア ミノ酸飲料の 摂取状況 に つ い て ア ン ケ
ート調査 を行い ，以 ドの結果が 得 られた の で 報告する．

　第
・
に ，ア ミ ノ 酸飲料 の 摂取経験は，ほ と ん どの 学生 に 認め られたが，ア ミ ノ 酸飲料の 習慣的な摂取者は少 な

か っ た．当初，ア ミ ノ酸飲料に対する学生 の 興味が 先行 し たた め ，多 くの学生た ち に 飲 用された．しか し，学生

の 嗜好 に よ り，
ア ミ ノ酸 飲料 の 摂 取行動 が

， 次第に淘汰 さ れ た とい うこ とが
， 摂取回数に 反映 さ れ た もの と考え

られ た ．

　学 生 は
，

ア ミ ノ酸飲料 に 対 して期待 さ れ る効果 を実感 し て い な い ．ま た，学生 は特定 の 効果を期待 し て ア ミ ノ

酸飲料 を飲ん で い ない ．ア ミ ノ酸飲料は ，清涼飲料水 と同様 に，飲み物の
．
つ と して 飲 まれ て い る．

　購入場所 の 調 査にお い て
， 飲料お よ び ア ミ ノ 酸飲料 とも，「コ ン ビ ニ エ ン ス ス トア」 と 「ス ーパ

ー
マ

ー
ケ ッ ト」

で 大部分が 占め ら れ た ．飲料 と ア ミノ酸飲料 とも に，「ペ ッ 1・ボ トル 500ml 」 とい う持ち運 び可 能なサ イ ズ が圧 倒

的に多か っ た ．こ れ は
，

ペ ッ トボ トル 飲料の利便性が重視 さ れ て い る結果で ある と考え られ た．

キ ー
ワ
ー

ド　 ア ミ ノ酸飲料，ペ ッ トボ トル ，摂取行動

は じめ に

　近年，食生活を と りまく社会環境 の 変化は め まぐる

しい もの が あ り， 多くの 人 々 の 食に対 す る意識 も多様

化 して い る．

　こ の 中にあ っ て
， 人間 の 生命維持 に欠かすこ との 出

来ない 飲料摂取に お い て も変化が み ら れ る ，ス
ーパ ー

そ の 他 で売 られて い る清涼飲料水は 増加 の 途 を た ど

り，種類 も多く，学生等で は
一

凵の 飲料摂取 の 大半は

清涼飲料水 を用 い て い る実態が うか が え る ．そ の 中で

も健康志 向の 高 ま りか ら か
，

ア ミ ノ 酸関連 の 飲料が 数

多く市場 に出 され ，飲料量の 高まりをみ せ て い る．ア

ミ ノ酸は た ん ぱ く質 の 構成単位で あ り
，

全 て何 らか の

特徴的な生理機能 を持 っ て い る こ とが 知ら れ て い る．

　今回 ， 短大生 を対象に清涼飲料水の 中で も， 特に ア

ミ ノ酸飲料 に つ い て 注目 し，その 摂取状況，どん な効

果 を期待 して い る か
，

どの 程度の 頻度で利用 さ れ て い

る の かな ど，食事 との 関連 を含め多面的な角度か らそ

の 実態を調査 し，多少 の 知見を得た の で 報 告す る．

研 究方法

1．対 象者

　調査対象は本学学生 166名 （生活科学科 食物栄養 コ

ー
ス ；1年生 94名 ，2年生72名）で あ る．

2，調査 方法

　調査時期 は 2〔〕05年6月 で ，調査用紙 を配布 し，自記

方式 に より実施 した （回収率 100％）．調査項 目は ，年

齢，性別，身長，体重，健康状態 ，食事の 状況 ， 飲料

の 摂 取状況 ，ア ミ ノ酸飲料 の 摂 取状況 につ い て で あ

る ．（今回 は統計的 な処理 は 行 わ ず ，
％ に よ る 傾 向の

み を検詞 した．）

結果お よ び考察

1．健康状態 お よ び食事 の 状況 につ い て
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　健康状態お よ び食事の 状 況 につ い て表 1に示 した．

　健康状 態 に 「問題 あ り」 と感 じて い る学生 は 1・2年

生 と もに半数近 くお り，そ の 内容 として 「肥 満」や

「疲れやす さ」をあげた学生が多か っ た．特に 「肥満」

に つ い て は ，先 に 「問題 あ り」 と答えた学生 の うち

47．5％ を占め た．そ こ で ，答 えた学生 の BMI （Body

Mass 　Index ：体重 （kg）／ 身長 （m ）
2
，18．5未満や せ ，

185以上〜25未満標準 ，25以上肥満 ）を算出 した と こ

ろ ，肥満 に分類 され る 「25以 上」 の 者は 全体の 12％ で

あ っ た （図 1，回答率65．8％）．

表 1 健康 状態お よ び食事の 状況

全体 口 66 入 〕
学年

1　生 94 人 2　生 〔72 人，

n　 　　 　　 ％ n　 　 　 殉 n　 　 　 〔％

健 　 につい て 問 題 な し 86　 　　 518 紀 　 　　 　51138 　 　　 523

問閣あり 80　 　 　 482 朽　　　　4巳934 　 　 　 472

  肥満 38　　　47523 　　　　5015 　　　嘱」
  高血 圧 o　　 　　　　oO 　　　 　　 DO 　 　　 　 　 D
  血 糖値が高 い O　 　　 　 　 D0 　 　　 　　 00 　 　　 　 　 0

盥嫂 れ や す い 42　 　 　 52520 　 　 　 43522 　 　 　 647

  貧 血 軍8　 　　 22．512 　 　　 2516 　 　　 176

  い らい らするこ とが多い 25　　　31314 　 　 　 304 【1　　　324

の ア　 　　 　 834 　 　　 　 巳73 　　 　 　 38
状 況 ほ 「 毎 日 欠 食 34　 　　 2D519 　 　　 20215 　　 　   8

週4〜5回欠食 重2　　 　　 725 　 　　 　 6．斗 6　 　 　 B3

朝食 週2層3回欠食 31　　 　 1871 ア　 　　 18114 　 　　 194

ほとんど欠食しない 62　 　　 494 鮒 　 　　 　52133 　 　　 458

無回答 ア　 　　 　 423 　 　　 　 324 　 　　 　 55
ぽ 「 毎 日 欠 食 2　 　　 　 122 　 　 　 2【 O　 　　 　 　 D

週4贈5回欠食 2　 　　 　 121 　 　　 　 L11 　 　 　　 L4

昼食 週2−3回欠食 7　　　　 424 　 　　 　 433 　　　 42

ほとんど欠食しな い 140　 　　 S4379 　 　　 　 8661 　 　 　 54．7
無卩 15　 　　 　 　 98 　 　 　 s5 ア　 　　 　 97
ぽ 「　 日 欠 1　　 　　 06o 　 　　 　　 o1 　 　 　　 1．4
遇 4層5回 欠 食 5　 　　 　 　 31 　 　　 　 114 　 　　 　 5δ

タ 食 週 2 〜3 回 欠 食 2β　　　｝69 】巳　　　19110 　　　139

ほとんど欠食しな い 118　 　　 711 自7　 　　 71351 　 　 　 708
q 14　 　 　 843 　 　 　 856 　 　 　 83

間 　 状 況 ほ 「　 目 2 回 以 上 8　 　　 　 485 　 　　 　 5．33 　 　　 　 亀2
ぽ ぽ 毎 日 1回以 上 42　 　 　 25323 　 　 　 24519 　 　　 26、4
週4 −5 回 29　　　T75 劉6　　　19．111 　　　15．3
遇2 陶3 回 54　　　3z528 　　　29826 　　　361

「 と ん ど しな い 33　 　　 19920 　 　　 Zτ．313 　 　　 13」
闡 　 の 種 頻 ケーキ 頸 16　 　　 　 969 　 　　 　 967 　 　　 　 97

ス ナック蘂 子 77　　 　　 464   　 　　 　42637 　 　　 5r4

果物 30　 　　 　18119 　 　　 20211 　 　 　 153

ゼリ
ー 21 　　　 12 ア 14 　 　　 149 了　　　　 97

あ め 42　 　　 25322 　 　　 23420 　 　　 27．3
が ム 66　 　 　 39639 　 　 　 41．52 フ　 　 37．5
その 他 40　 　　 24122 　 　　 234 田 　 　　 　 　25
口 15　 　　 　 9δ 13 　 　　 1363 　　 　 　 42

の 　 み 合わ せ えて い る 5D　 　　 3D123 　 　　 24527 　　 　 375
あまり考 え て い ない 94　 　 　 5565 ア　　 　 60 δ 37　　 　 514
考え て い な い 21　　 　 127 ｝3　　 　 1388 　　 　 111
無 目 1　　　　D51 　　　　11o 　　　　　o

12％

iやぜ 1
圜 標準

1

ロ．肥満

図 1　 BMI に よ る肥 満度 （や せ 、標 準、肥 満）の 割合

　平成 14年国民栄養 の 現状
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に よ る と，自分 の 体 型 を

「太 っ て い る」，「少 し太 っ て い る」 と評価す る者 の 割

合が 15〜29歳で は 男女 と も年 々 増 加 して い る こ とが示

され て い る．さら に 現 実 の 体型 を 「肥 満」，「普通」，

「低体重」 に 分 け 白分 の 体型 に 対す る 自己評価 をみ る

と，男性 で は適正 に評価 して い る人が多い が，女性で

は 現 実 の 体型が 「．普通」 で あ る に もかか わ らず，「太

っ て い る」 と 自己評価 して い る人が多い ．特 に 15〜19

歳 で は 「低 体重」に もか か わ らず 「普通」 と自己評価
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して い る人が多くみ られ，体型 に対す る意識の変化，

とくに 女性の 「や せ指向」が進ん で い る こ とが示され

て い る ．

　今回の調査 に おい て も同様な傾向が み られ，実際の

体型 と理想 の 体型 との 間に ギ ャ ッ プが あ り，自分は 太

っ て い ると思 っ て い る学生 が多い こ とが改め て確認 さ

れた．こ れ はTV や雑誌な どの 多 くの 情報に よ り，痩

せ て い る女性が美 しい とい うような，現代の我が国に

特徴的な認識が存在する ため，本来，標準的とされ て

い る体型 に もかかわらず，自分 は太 っ て い る，もっ と

痩せ た い と思 っ て い る ため で は ない だ ろ うか．

　次 に 食事の 状況 に つ い て ，欠食状況は朝食を 「ほ ぼ

毎 日欠食 」するが 20，5％ で ，昼 食，夕食 に つ い て は

「ほぼ毎円 欠食」す る は1％ 程度 で あ っ た （図2）．平成

14年国民栄養の現状
L 

に お い て も3食の うち朝食の 欠

食率が
一
番 多 く，朝食の 欠食率は男女とも15〜19歳で

高 くな り，20歳代で 最 も高 く男性265 ％ ，女性20．6％

と い う結果で あ っ た．今回の 研究で も同様 の 傾向 とな

り，就寝時間 の 深夜化や起 床時間 の 遅 れ に よ り朝の 時

間的 ゆ と りの 欠如 も理 由と して 考えられ る．

　間食状況 に つ い て，「ほ ぼ毎日 1回以 ヒ」と答えた学

生 が30，1％ ，逆 に 間食を 「ほと ん どしな い 」が 19，9％

で あ っ た．種類 に つ い て は 「ス ナ ッ ク菓了・」が 46．4％

と最 も多く，次に 「ガ ム 」で 39，8％，「あめ」で 25．3％

とい う結果とな っ た．「ガ ム 」や 「あめ」は
一
食 ぶ ん

が少 な く，持 ち歩 くの も便利で あ り，い つ で もどこ で

も食する こ とが で き る ため間食す る割合が多か っ た と

思 われる．
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兄状食欠　図

　 「食事をす る ときの 食品 の 組み 合わせ を考え て食べ

て い るか」 との 問い に対 し 「考え て い る」 と答えた学

牛 の 割合 は，2年生 で 37．5％ ，1年生 で 24．5％ で あ っ た．

1年生 より2年生 の方が 13％高 い 結果 とな り，普段の 食

事 に対す る意識 の 差が，学年間で 生 じて い る結果 とな

っ た．

2．飲料 の 摂取状況
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　飲料 の 摂取状況 に つ い て 表2に示 した．

　田 の 飲料摂取量 に つ い て は 1，2年生 ともに 「le 程

度」が
一
番多 く，そ の 種類は 「ウ ーロ ン 茶飲料」や

「緑茶飲料」，「麦茶飲料」，「紅茶飲料」，「ブ レ ン ド茶

飲料」 の 茶系飲料が 半数以 ヒを占め ，茶系飲料が 最 も

好まれ て 飲 まれ て い る こ とが わか っ た （図3）．こ の こ

とは北村，高de1）や ，関 ・加藤
1
に お い て も既に報告

され て お り，同様の 結果 とな っ た．

表2　飲料 の 摂取 状況

学 年
全体〔166 人 鈩

1　　 〔94 人｝ 2 　 生 72

n　 　 　 　 ％ ） n　 　 　 ｛％ ｝ n　　　 〔％）

1日 の 飲 料 摂 取 50   IPET1 本 以 下 37　 　　 22316 　 　　 　 1721 　 　　 292
犯 　　P∈T1 本 以 下 70　　　　 42236 　 　　 38334 　　 　 472
152PET1 本以下 38　 　　 22926 　 　　 27712 　 　 　 167

22 　 P 訂 1 本以下 17　 　　 」0212 　 　　 〕285 　 　 　　 69

そ の 他 4　 　　 　 244 　 　　 　 43 口　　　　　o

飲 料 　 取 の 種 類 炭 酸 飲 料 32　 　　 ｝9321 　　 　 22．廿 1膠　 　　 153

野棄飲料 15　 　　 　 　 913 　 　　 1382 　 　 　 28

栄養ドリンク 3　 　　 　 182 　 　　 　 21 「　 　　 　 14

集汁欺料 25　 　　 15114 　　　 1491I 　 　　 l53

コ
ー

ヒ
ー
飲料 30　 　　 　181 ヨ5　 　　 　 1714 　 　 　　194

ココア 飲料 5　 　　 　 コ65 　 　　 　 531 　　 　　 14
乳 性 飲 料 7　 　　 　 423 　 　　 　 324 　 　 　　 56

紅茶飲料 29 　 　　 ］フ519 　 　　 2D210 　 　 　　隠 9

麦茶飲料 弼 　 　　 　28922 　 　　 23、42 δ　 　 　 361

ウ
ー

ロ ン茶飲料 81　 　 4s843 　 　　 45736 　 　 　 52a
ブ レン ド茶 飲 輯 13　 　　 　 7810 　 　　 1囗63 　 　 　　 42
緑 茶 飲 料 80　 　　 4S241 　　 　 43．539 　 　 　 542
豆 乳 頬 5　 　 　 　 3 〜　 　　 　 213 　 　 　　 42
スポ
ー

ツ ドリンク T7　　　102 旦　　　　859 　　　125

牛乳 26　　　157r2 　　　12314 　　　194

飲 み 水 24　 　　 145L δ　 　　 　 178 　 　 　 11r
ミネ ラ ル ウ オ

ーター 23　　 　 13913 　 　　 1381D 　 　 　 139

その 他 1　 　 　　 06o 　 　　 　 　 o1 　　 　　 14

灘 貯
鵜 ドリンク 野 　 　 1

　 果 汁 鮒 一
コ
ー

ヒ
ー

飲 料 一 ■
　 ココア飲 料 甌潤

　 乳性飲料 躙 』■
　 紅菜飲 料 一

題膕
　 IM 飲 料 一 置■■■■■■■■
ウ ーロン 茶 飲 料

ゴレ ン ド茶 飲 料 一

黌叢

　 緑 茶 飲 料 一 ■■
　 　 豆乳 ff曁』■
スポーツドリンク ma

　 　 4 乳 一 L■■■■
　 　 飲 aS」k　Pt
ミネ ラル ウ t −タ　　

　 　 その他 鬮　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ：

　 　 　 D　　　　　　　IO　　　　　　　20　　　　　　　30　　　　　　範 　　　　　　　50　　　　　　　60　（％ ）

　 　 　 　 　 　 図3　主 に摂取 する飲料 の種類

3．ア ミ ノ
．
酸飲料の 摂取状況

　ア ミ ノ酸飲料 の 摂取状況 に つ い て 表3に示 した．

　ア ミ ノ 酸飲料を飲 ん だ こ とがあ るか と い う問い に対
．

して 「飲んだ こ とがある」が98．8％ で あ っ た．摂 取頻

度 につ い て は 「丿Jに数同」が42．2％，摂取量 に は 「週

に 500ml」が最 も多 く，全体 の 74．7％ を占め た．小澤 ・

志 田の 調査
‘1，

に お い て も今回 の 調査 と同 じような結果

が み ら れ，摂 取経験 と して 「飲ん だ こ と があ る 」 が

94．1％ で あ っ たが ，利用頻度 は約半数 の 学生が 「1〜2

ヶ 月に1本程 度」で あ っ た ．

　両調査 と もほ と ん ど の 学生 に摂取経験 が認め られた

が
，

ア ミ ノ酸飲料 の 習慣的摂取は 認 め ら れなか っ た ．

　 「ア ミノ酸飲料が好きで すか」 とい う問 い に対 して

「好 き」 と答えた学 生が36．7％，「嫌 い 」が4．8％，「ど

ち ら と も言 えない 」は 58．4％ で あ っ た．

　ア ミ ノ酸飲料摂取へ の 不安は 「ない 」 と 「どちらと

51

も言え な い 」で 85％ を占め て い た ．

　 また ア ミ ノ 酸飲料 を購入する とき に 重 視する こ と

は，「味が よ い 」が 56．6％ ，「飲み やすい 」が 53．0 ％ と

高 く，こ れ に 「カ ロ リーオ フ 」が続 い た （図4）．小

澤 ・志山の 調査4） に お い て も 「味」 を重視する と答

えた学生が最 も多か っ た と示 され て い る ．

表3　ア ミ ノ 酸飲料 の 摂取状 況

全 体 〔165 人 ）
掌

1　 生 ｛94 人 ｝ 2　 生 〔72 人 ｝

n 　　　 〔％ ） n　　　   も〕 n 　　　   6｝
摂取経験 飲 ん だ こ とが ある ［64　　 　 ％ B93 　 　　 98971 　　 　 986

羅取頻匿 毎日 1　 　　 　 0．δ o　　　　　　o1 　　　　　14

週 2層3回 13　　 　 　 785 　 　　 　 538 　 　 　　111
週 1−2回 45　　 　 27131 　 　 　　 3314 　 　 　　194
月 数回 70　　 　 42236 　　 　 58334 　 　 　 47．2
その 他 29 　　　17519 　　 　 20210 　 　 　 139

無回答 5　　 　 　 4B3 　　 　 　 325 　 　　 　 5．9
週の 摂 取 量 500mlPET1 本以 下 124　　 　 74 了 ア0　　 　 　ア4554 　 　 　　 75

12　 　 PET1 本 以 下 2　 　 　　 122 　　 　 　 2劉 0　 　 　　 　 0
152PE γ1本 以 下 2　 　 　　 121 　 　　 　 111 　　 　　 14
2に　　PET1 本 以 下 且　　　　L83 　　　　32D 　　　　　O

その 他 15　　　　　9B 　　　　857 　　　　97

卩 20　　 　 　 1210 　　 　 　10、610 　 　　 139

好 き ・嫌 い 好 き 61　 　　 3673B 　　 　 38325 　 　　 347

嫌い 8　 　 　　 4、臼 4　　 　 　 434 　 　　 　 5δ

どちらとも言えない 97　 　 　 肥 454 　　 　 57適 43　 　　 59ア

概取への不安 不安が　る 19 　　　 11411 　　　　1175 　　　 111

不 安 は な い 105　 　 　 63361 　 　　 δ4．9 斜 　 　　 　511
ど ち ら とも言 え な い 35　 　 　 21118 　　 　 19117 　 　　 236

無回
鑑 7　 　 　　 424 　　 　 　 433 　 　　 　 42

購入　に　視するこ と 味がよい 94　　　 56654 　　 　 574 艙 　 　　 　556

力ロリ
ー

才フ 嘱 　 　 　　26526 　 　 　 27718 　 　　 　 25
飲み やすい 83　 　 　　 5348 　　 　 51140 　 　　 55け

袋労盛軽滅 1δ　 　 　　 s69 　 　 　 96 了　　 　　 97
ダ イ エット〔脂 肪 燃 焼 1 ｝1　　 　　 66O 　 　 　　 　 O ｝1　 　　 15．3
肌のため 4　　　　　24O 　 　 　　 　 o4 　 　　 　 56

筋力 じ P O　 　 　　 　 DO 　 　 　　 　 OD 　 　　 　　 O
持久力 UP 6　 　 　　 365 　 　 　　 531 　 　　 　 L4
免庚 力 同 上 2　 　　 　 1．21 　　 　 　 1、1 蟹　 　　 　 1．4
CM の キャラ クター 4　 　 　　 242 　 　 　　 212 　　 　　 28

その他 Z3　　　139 「1　　　1膠．712 　　　「67
無 囗 9　　　　544 　 　 　 435 　　　　69

し て い る
F

イ エット（脂 　 　 　 179 　 　　 47δ 44　 　 　 46835 　　 　 蛆 δ

疲 労 感 軽 減 61　 　　 35735 　 　 　 37225 　　 　 351

筋 力 up 11　 　　 　 δδ 了　　 　　　744 　　　　 　56

持久力UP 15　 　　 　　 97 　 　　 　 74a 　　 　 ↑11

健康増進 53　　　3】928 　　　29325 　　　34 ア
尭 疫 力 同 上 9　 　　 　 545 　 　　 　 534 　　 　　 56

そ の 他 30　 　　 　聖81 】8　 　　 191 筆2　 　　 167

無回答 po　 　　 　　 o5 　 　　 　 535 　 　　 　 59

効果の実感の有無 実感する 6　 　　 　 363 　 　　 　 323 　 　　 　 4．2
実感しな い 40　 　　 24114 　 　　 　14926 　 　　 35T
わからな い 108　 　　 651 ア「　　 　 7553 ア　　 　 5「4
無 囗 14　 　　 　 a4 δ　 　　 　 64 日　　 　　 111：　 　 て し て い る 36　 　　 21722 　 　　 23414 　　 　 19．4

け の 有 ・無 してい な い 76　　　45842 　 　　 叫 ア 34　　 　 472

どちらとも言えない 46　　 　 27724 　 　　 25522 　 　　 306
無　答 8　 　　 　 486 　 　 　 642 　 　　 　 28

。講；一 譲
　 　 飲みやすい 一 』 ■

　 　 疲労感 軽減 盟

ダイエ ッ ト（脂肪嚥勵 ＿

　 　 肌のため ＿

　 　 　 筋 力UP

　 　 持久 加 P 蹕

　 　 免疫 力向上 亂

CM の キ ャ ラ ク タ
ー

巴

　 　 　 そ の 他 醒 ■ ■

　 　 　 無 回答 躙 ■

　 　 　 　 　 0　　　　　10　　　　20　　　　30　　　　40　　　　50　　　　60　（％ ）

　 　 　 　 　 　 図 4　購 入時 に 重 視 す る こ と

　以上 の 結果 より，本調査 で は被調査者の 多 くが，ア

ミ ノ 酸 飲料 を
一

度 は飲ん で み た い と い う興味 はあ る

が，最終的 に は好み の もの を飲 みたい とい う欲求が働

い て い る た め，摂取経験は高 く，摂取頻度は少なか っ

た とい う結果が示された もの と考えられ る．

　また ，ア ミ ノ 酸飲料 を購入す る と きに 重視する こ と

で 「ダ イエ ッ ト」 と答 えた学生 が 1年生 で はい なか っ

た の に対 し，2年生 で は 15．3％ で あ り，「肌 の ため」 と

答えた の が 1年生 で は い なか っ たの に対 し，2年生 5．6％

で ，2年生 の み の 回答が 日立 っ た．こ れ は2年生 の 方が
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ア ミ ノ 酸に 興味がある学生が多 く，
一年間の 学習効果

に よ り栄 養に対 す る意識 の 高 まり と考えられ よ う．

　ア ミ ノ 酸飲料に対 して 期待 して い る 効果は 「ダ イ エ

ッ ト （脂肪燃焼）」 47．6％，「疲労感軽減」 36．7％，「健

康増進」3L9％ で あ り （図 5），期待する 効果 の 実感 が

あ るか とい う問 い に対 して は 「実 感す る」が 3．6％ と

意外 に 少 な く，「わ か らない 」が 65，1％ と多か っ た．

MDB ネ ッ トサ
ーベ イ消費者調査 j〕

に お い て も 「ア ミ ノ

酸含有飲料 ・商品」 の 効果 を感 じて い る人は利用者 の

約 1割程度に と ど まり，「ど ちら ともい えな い 」「わ か

らない 」が約 8割 とい う結 果 で あ り，今回 の 調査 と 同

様 に効果を実感 して い る 人 は 少 な か っ た ．

　 また 「ア ミノ酸飲料 を目的に応 じて飲み 分 け て い る

か」 と い う質問 に ，「は い 」が 21．7％ で
，

ア ミノ 酸飲

料 を飲み分 け て い る学生 は少なか っ た ．

ダイ エ・ノト（脂肪 賺焼〕

疲労感軽減

酬 璋生

■．箆 生

筋力 UP 野 　　　1

持 久力 UP 　va 　 　I　 I

・・増 進 轡醤 醤 謡 澀 圏■

触 力向上 躙 　 　 　 　 　 　 　
．

　 その 他 響

鮑 答 圃 ．　　　　　 i　　　　　　　　　　　　　 　
　 　 　 0　　　　　10 　　　　　20　　　　　30　　　　　40 　　　　　50　　　　　60 　〔％ ）

　 　 　 　 　 図5 　期待 して い る 効果

　こ れ らの 結果 より，ア ミノ 酸飲料 に期待 で きる効果

を意識 して 飲ん で い る の で な く，その 他の 飲料 と同様

に飲み物 の ひ とつ して飲 まれ て い るように思 われ る．

　 また 今回 の 調査 で は ，期 待 して い る 効 果 の 問 い に

「期待 して い な い 」 と い う項 H を取 り入れ なか っ た た

め ，何らか の 効果を期待 して い る結果に な っ た と も
．
考

えられ ，今後 の 改善点 と言 えよ う．

4．飲料 とア ミ ノ 酸飲料 の 摂取状況 の 比較

　飲料 とア ミノ 酸飲料 の 摂取状況 に つ い て 表4に 示 した．

　摂取時 につ い て は飲料 で は 「昼 食時」 71，1％ ， 「夕

食時」50．6％ ，「朝食時」25．3％ と食事の 時に 多く飲ま

れ て い た．　
・
方 で ア ミノ 酸飲料 は 「運動時」 48．2％，

「入浴後」22，9％ と体 を動か した と きお よ び 発汗時 に

飲 まれ て い た （図6）．

　購入 場所は 飲料お よ び ア ミ ノ 酸飲 料 と も 「コ ン ビ

ニ 」 と 「ス
ーパ ー

」が 大部分 を占 め た．

　購入 サ イズ に つ い て は飲料 とア ミ ノ 酸飲料 ともに

「ペ ッ トボ トル 500ml」 が圧 倒的 に多か っ た．

　MDB ネ ッ 1・サ ーベ イ消費者 調査
　fi　／／
にお い て も， 「ア
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表4　飲料 と ア ミノ酸飲料 の摂取状 況の比 較

全 体 〔166 人 〕
1年 生 〔94 人 ｝ 2年 　 72 人

n　　 　 　　鴨t 日　 　 　 〔％ n 　 　 　 〔鮒

主な摂取 時 朝食時 8　　　　483 　　　　325 　 　 　 ag

昼 食時 34　　 　 20513 　　　13a21 　　　292

夕 食 時 15　　 　　 　 910 　　 　 10 δ 5　 　 　 69

捜粟 の 含間 2聖　 　　 12了 10　　 　 　10511 　　 　 翊53

入浴後 33　　 　 22920 　　 　 21318 　 　　 　 25

運動時 6じ　 　　 妃 249 　　 　 52．131 　　 　 43．1
ア ル バイ ト時 2B　 　　 12710 　　 　 1D611 　　　153

閲食時 14　 　　 　 a46 　　 　 　 s43 　 　　 11．1
その 他 31　 　　 18721 　 　　 2231 σ　　 　 139

ア 無回 8　 　　 　 485 　　 　 　 533 　 　　 　 42

ミ購入場所 コ ン 　； 目2　　　494 輪 　　 　 　48936 　 　　 　 50

ノ ス
ー

パ
ー 5D　 　　 35139 　　 　 4 ↑．521 　　 292

酸 ドラッグス トア 12　　 　　 72a 　　 　 　 δ46 　 　　 　 83
飲 デ パート 3　　 　　 182 　　 　 　 211 　　 　 　 14

料 ホ
ー

ムセン タ
ー 1　 　　 　 061 　 　　 　 11D 　　 　　 　 O

自動販禿櫨 δ　 　　 　 354 　　 　 　 4．32 　　　 28

ス ポーツ ジム 0　 　　 　　 00 　　 　 　　 0D 　　 　　 　 D
そ の 他 9　　 　　 545 　　 　 　 534 　　 　　 56

5　　 　　 　 34 　　 　 　 431 　　 　 　 14

サ イ 350mI 4　　　　242 　　　　2r2 　 　　 　 28
  mI 137　　　82574 　　　73 、763 　　　875

P匚TN 1　 　　 　 06O 　　 　 　　 O 】　　 　 　 14
15α 3　　 　　 1S2 　　 　 　 2籃 閣　　 　 　 14
2殳 5　 　　 　　 35 　　 　 　 53O 　　 　　 　 O

主な摂耻時 朝食時 42　　 　 25324 　　 　 25518 　　 　　 25

昼食時 118　　　7，167 　　　71351 　　　708

タ 食 時 84　 　　 5055D 　 　 　 53234 　　　472

樋 業 の 合 間 “ 　 　　 　26525 　　 　 27718 　 　 　 25

入浴徒 61　 　 　 36．フ 39　 　 　 41522 　　 　 306

運動時 34　 　　 20522 　　 　 23．412 　　 　 167

ア ル バ イト時 30　 　　 18115 　　 　 　 1615 　　 　 208

間食時 21　 　　 127g 　　 　 　 go12 　　 　 157

そ の 他 13　 　　 　 ア87 　　 　 　 746 　　 　　 63

無回答 2　 　　 　 12o 　 　　 　 　 o2 　　 　　 2 駐

入　所 コン 　ニ 89　　　 53647 　　 　 　 5  42　　 　 59．3
ス
ー
パ
ー go　 　　 54252 　　　55338 　　 　 52B

ドラッグス トア 厂　 　　 　 424 　 　　 　 433 　　 　　 42

デ パ ート 4　 　　 　 〜42 　 　　 　 212 　 　 　 28

飲 ホ ー厶 センター D　 　 　　 　 Oo 　 　　 　 　 oo 　　 　 　　 口

料 臼動販売機 16　　　　95 崔0　　　1D66 　　 　　 83

λ ボ
ー

ツ ジム G　 　 　　 　 O0 　 　　 　 　 0o 　　 　 　　 o
そ の 他 2　 　　 　 121 　 　　　 111 　 　　 　 14
無 回 答 1　　 　　 0δ 1　 　 　　 「1o 　　 　 　　 o

サイ 190ml o　 　 　　 　 oo 　 　　 　 　 o0 　　 　 　　 0
缶 250ml 7　　　　4〜 5　　　　532 　　 　　 28

350m 亅 24　　　14511 　　　1171 臼　　　1aI

350m1 6　 　 　 3δ 2　 　　 　 2、14 　　　　56

，囗OmI 1菊 　 　　 　E73BO 　 　　 85165 　　 　 903
P巨丁 12 4　 　 　　 243 　　 　　 321 　 　　 　 14

15 Ω 5　 　 　　 　 33 　 　　 　 32 〜　 　 　 28

2症 7　 　 　　 425 　 　　 　 641 　 　　 　 「4
觝200mI 12　 　 　　 729 　 　　 　 9、63 　　 　 　 42

ゴ 5QOmI 32　 　　　 19314 　 　　 　L4916 　　 　 　 25
ケその 他 3　 　 　　 19o 　 　　 　 　 o3 　　 　 　 42

　 朝食時

　 昼食時

　 夕食時

授業の合間

　 入 浴後

　 運動時

アル バ イト時

　 間食時

　 その他

　 無亘答

究亭甲炉鷲妃r妃臼尊濘『霹兜酔争酔炉亭陣鷲炉甲“F亭臼r

ア炉『窄『

嚀帝　　　帝飾帝帝嚀砂嘸霹　　甲　汀臼亭卑　　遣

彈　　碍　　　航胃　碍殍鈩　妃

霹序甲　帝

溷 アミノ酸飲料

園 飲料

0　　　　10　　　20　　　30　　　40　　　　50　　　60　　　70　　　80　（％ ）

　 　 　 　 　 　 図6　主 な摂取 時

ミ ノ酸」利用者 の 9割以上 が 「ペ ッ トボ トル の 飲 料」

を利用し て い る とあげて お り，全休的に 「ペ ッ トボ ト

ル」が 多くの 人 々 に利用 され て い る こ とが うきぼ りと

な っ た．ペ ッ トボ トル商品は発売された当初よ り年 々

売 り上 げが 増加 し，今で は清涼飲料水売場へ 行 くとペ

ッ トボ トル が大部分を占め て い る．ペ ッ トボ トル は持

ち運びが で きる とい う利点が あり，飲 み かけで も蓋 を

し て持ち歩 くこ とが で きる た め
， 最近 で は フ ァ ッ シ ョ

ン感覚で持ち，の どが渇 い た ときや授業の合間，移動

中な ど に飲 まれ て い る実態が あ る ．

　また最近の清涼飲料水は カ ロ リーオ フ をうた っ て い

る もの も多い が
，

ア ミ ノ 酸飲料に限らず，清涼飲料水

全般の ペ ッ トボ トル
ー
本分に は約10重量 ％ の糖質が含

まれ て い る もの もあ り，500ml ペ ッ トボ トル を飲 む と，
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30〜50gの 糖分 を摂 っ て い る こ とに な る ．そ の ため ア

ミ ノ 酸飲料な ど清涼飲料水 の 過剰摂取は糖分 の 摂 りす

ぎをまね き，健康へ の 影響 もある とい うこ とが イ ン タ

ー
ネ ッ ト Eで も話題 に な っ て きて い る

61／・71’．

　ペ ッ トボ トル 飲料は便利 で ある．しか しそ の利便性

だけに 日 を向け る の で は な く ，
そ の内容に つ い て も意

識 して い くべ きで は ない だ ろ うか ．こ れ はペ ッ トボ ト

ル 飲料に の み 言える こ と で は な く， 飲料摂取に つ い て

もあ らた め て 考えて い く必要が ある ．
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The　Status　of 　Drink　lntake　and 　Dietary　Life　in　College　Students

一〇nthe 　Compari　son 　with 　Amlno 　Acid　Drinks一

Satoko　Kurihara，　Saori　Yokoyama ，
　Keiko 　Tanaka

，
　Katsuhiro　Ta1（agi

Abstract

　 Recently，　aminc 〕acid　drinks　have　been　heavily　marketed ，　which 　have　contributed 　to　the　marked 　increase　of 　its　intake，　With

that，　we 　carried　out　questionnaire　survey 　abc ｝ut 　the　status 　of 　amino 　acid　drinlc　intake　to　166　students 　enrolled 　at　department　for

science 　of 　1’iving　of 　our 　college ．　We 　found　following　outcomes ；

　 First，　most 　of　the　students 　have　had　some 　kind　of 　amino 　acid 　drinks，　yet　less　drink　habitually．　As　ami 皿 o 　acid　drinks　fueled

students
’
curiosity ，　initially；照 ）st　students 　have　tried　it　once ．　However，　students

’
preference　weeded 　out 　their　intake　behavior，

which 　appeared 　to　have　been　reflected 　in　the　frequency　of　its　intake，

　 The　students 　do　not 　realize 　the　expected 　effect 　from　amino 　acid 　drink，　nor 　coosume 　with 　expecting 　any 　advantage 　as　well ，

As　in　the　case 　of 　other 　refreshment ，　the　students 　consume 　it　as　one 　kind　of 　beverages．

　 In　the　survey 　about 　the　place　where 　they　purchase　amino 　acid　drinks，
”
convenience 　store

’l
　and

”
super 　marketl

脚
accounted

for　the　m 匍ority．500ml　plastic　bottled，　handy　sized 　amino 　acid 　drinks　as　well 　as　other　refreshments 　predominant　in　the　market ，

which 　is　assumingly 　resulted 　from　the　fact　that　the　convenience 　of　plastic　bottled　refreshment 　is　given　priority，

Keywords：Arnino　acid 　drink，　Plastic　b〔，ttled　refreshment ，　Intake　behavior
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